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地域が一体となるイベントに

地域の企業や団体の協力で
盛り上がっています。

インタビューにご協力いただいた
緑丘小学校地区自治協議会
会 長 秋山 勝敏 さん

－わくわくカーニバルを始めたきっかけは－
秋山：わくわくカーニバルは毎年１０月に開催しています。始まって十数

年が経ちます。それまでは、緑丘小学校地区では自治会対抗運動会
がありましたが、優勝する自治会に偏りがあったため、皆で楽しめ
る新たなイベントを実施してみようということがきっかけで始まり
ました。

－どのようなことを実施していますか－
秋山：オープニングで開会宣言、北村獅子舞保存会による獅子舞演舞に始

まり、東中学校吹奏楽部による演奏、チャンバラ合戦（戦IKUSA)、
市立伊丹高校吹奏楽部による演奏、来場者による仮装わくわく踊り、
最後には大抽選会も開かれ来場者が非常に盛り上がるイベントとな
っています。

－出店店舗はどれぐらいありますか。－
秋山：主に緑丘小学校地区の6自治会、スポーツクラブ21、民生委

員、PTA、地元企業、団体など約20店舗出店されています。

－わくわくカーニバルを実施して新たな効果はありますか－
秋山：わくわくカーニバルの実行委員長をやってみて、わくわく

カーニバルには、まちづくりに必要な要素がたくさん詰まっ
ていることがわかりました。例えば、地域のご協力によりテ
ントを借りたり、地域の企業などに協賛していただくなど、
社会資源をうまく活用しています。地域の方が、ただ集まっ
て実施しているのではなく、地域の方や地元企業などのご協
力で毎年試行錯誤を繰り返しながら少しずつですが、新たな
人材が増えつつあります。

－今後の抱負について聞かせてください－
秋山：今年、緑丘小学校地区は地域ビジョンの策定を無事に終了す

ることができそうです。今後は、地域ビジョンに沿って活動
していきますが、まずは、もっと自治協議会のことを知って
もらうことから始める必要があります。なぜなら、各イベン
トは知っているが、実行主体が誰なのかを知らない人が実は
まだまだ多いからです。また、担い手不足も喫緊の課題です。
緑丘小学校地区には非常に良いイベントがたくさんあります。
今後は、自治協議会のことをもっと知っていただくために、
地域の方との関わりをさらに大切にし、誰もが主体的にまち
づくりをする地域になるよう目指していきたいです。

緑丘小学校地区自治協議会

地域が輝くイベント
「わくわくカーニバル」
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仮装わくわく踊りの様子



－こども食堂とは－
家族が共に食事をとりながらコミュニケーションを図ることは、食育の原点であり、食の楽しさを実感するだけでなく、

食や生活に関する基礎を習得する機会にもなります。しかし、近年では、様々な家族の状況や生活の多様化等により、家族
との「共食」が難しい人も増えています。
そこで、地域住民等による取組みとして、安価で栄養のある食事や温かな団らんを提供するこども食堂等が全国的に広ま

りつつあり、家庭における共食が難しいこどもたちに対し、地域コミュニティの中でこどもの居場所、共食の機会を提供す
る取組みが増えています。
伊丹市でも、地域住民や事業者等が中心となり、下記のようなこども食堂が開催され、食事の提供のほか、遊び場の提供、

学習の場の提供などが行われています。

いたみっこだんらん食堂実行委員会
あじさい食堂いたみ実行委員会
さくらっこ食堂実行委員会

こども食堂の取組み
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－伊丹市で実施されているこども食堂の例－

〇いたみっこだんらん食堂
（いたみっこだんらん食堂実行委員会）
内容：食堂と学習教室とレクリエーション
開催日時：毎月第３水曜日 16:00～19:00
場所：オアシス千歳（伊丹市中央4-5-6）
料金：18才以上 300円

18才未満 100円

〇あじさい食堂いたみ
（あじさい食堂いたみ実行委員会）
内容：食堂と学習教室とレクリエーション
開催日時：毎月第２木曜日 16:00～19:00
場所：あじさいセンター（伊丹市宮ノ前3-6-1）

ことば蔵（伊丹市宮ノ前3-7-4）
料金：大人 300円

こども 100円

〇さくらっこ食堂（さくらっこ食堂実行委員会）
（桜台地区コミュニティ協議会）

内容：食堂と学習教室
開催日時：毎月第２月曜日 15:00～20:00（学習）

（※食堂は、18:00～19:00）
場所：サンシティホール（伊丹市中野西1-148-1）
料金：18才以上 300円

18才未満 100円

－主催者へのインタビュー－
あじさい食堂いたみの主催者であるあじさい食堂いたみ実行委員会代表の清水つゆみさんは、こども食堂について、「た

くさんのこどもたちが一緒に食べ、遊び、楽しんでくれている。また、食事マナーの教育など、地域でこどもを育てる場に
もなっている。今後は、こどもから高齢者まで、幅広い世代の交流の場にもしていけたら。」と話されていました。

↑いたみっこだんらん食堂の様子

※伊丹市内に５ヶ所（市が把握しているもののみ）ありますが、特に自
治会に関係が深い3ヶ所を掲載しています。

－こども食堂を始めたい場合－
伊丹市社会福祉協議会(☎072-785-0860)、および、伊丹市自立相談課（☎072-780-4344) では、こども食堂をはじめ

としたこどもの居場所の立ち上げ・運営に関する各種ご相談に応じています。自治会や自治協議会等でご検討される際には、
ぜひご相談ください。また、そうした方の手助けとなるよう、伊丹市社会福祉協議会と市が編集した「こどもの居場所をは
じめようとしている人のためのサポートブック」が、伊丹市社会福祉協議会、伊丹市役所で配布されています。
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新年互礼会を開催しました (1月8日）

環境、福祉、生活安全委員会を廃止しました

自治会連合会からの報告

1月8日（水）に開催した今年の伊丹市自治会連合会
「新年互礼会」は、例年使用しているスワンホールが
改装中のため、伊丹シティホテルで執り行いました。
各単位自治会の会長はじめ役員の皆さま、そしてご

来賓の方を含めた総勢178名の方々と新年を祝うと共
に、交流を深める場、情報交換の場として大いに盛り
上がりました。
また、ご来賓の藤原市長からは、伊丹の地域力の要

となる自治会活動への期待と励ましのお言葉を頂き、
現在進めている地域自治組織への取り組みを始め、地
域における自治会の重責を感じ、心新たにする一日と
なりました。

（総務委員長 市川 伊久雄）

伊丹市自治会連合会では、昨年12月20日の臨時総会において、環境、福祉、生活安全の3つの委員会を廃止する
ことを決定しました。これは、各小学校区での地域自治組織の設立を見据え、各小学校区組織との連携強化や、各
分野について、伊丹市の関係部署が事務局を担うことによる、より専門的な地域活動の支援を実現するためのもの
です。つきましては、令和2年度（2020年度）より、当連合会の委員会は、総務委員会、広報委員会の2つとなり
ます。
令和2年度より、環境、福祉、生活安全の3分野につきましては、小学校区組織に設置されている専門部会の長

が、伊丹市と直接的なつながりを持つことで、全小学校区組織が市からの情報等を等しく共有できる仕組みが、下
記のとおり構築される予定です。

分野 小学校区組織の担当者 担当する部署

環境 環境に関する部会の長 生活環境課

福祉 福祉に関する部会の長 地域・高年福祉課

生活安全 防犯・防災・交通安全に関する部会の長
危機管理室、

都市安全企画課、消費生活センター

地域活動を広報するため、市HP（ホームページ）及び
市Facebookに各地域の活動を掲載しています。
掲載を希望される方は、市まちづくり推進課（市役所1

階、TEL：780-3533）まで情報のご提供をお願いします。
※掲載対象は、自治会・自治協議会等の地域団体の活

動や広報誌となっております。個人の活動はご遠慮下さ
い。

【写真下】
市Facebookでの掲載

【写真上】
市HP（ホームページ）での掲載

市HP（ホームページ）へのアクセスは

市Facebookへのアクセスは

伊丹 各地域の活動 検索

伊丹 Ｆａｃｅｂｏｏｋ 検索

【令和２年度以降の環境、福祉、生活安全分野での情報共有の仕組みについて】



新内 竜一郎
（池尻ブロック・池尻北部自治会長）

池尻小学校区では、2019年は地域総
括交付金実施初年度となり、従来「ヤ
ングフェスティバル」「運動会」「ソ
フトボール大会」など行っていました
が、地域住民アンケートの集約結果、
高齢化による通院、買物不便な方への、
コミュニティバスの運行と見守り活動
への地域課題解決のため対策委員会を
設置し、自治会、社協、行政が一体と
なり、有償ボランティア制度、コミュ
ニティビジネスなどを取り組み実施し
ている、市への視察、研究に取り組ん
でいるところです。皆様方のご協力よ
ろしくお願いします。

自治連各ブロック長よりメッセージ

青木 宗生
（花里ブロック・昆陽池西アーバンコンフォート自治会長）

矢野 天正
（昆陽里ブロック・日生住宅自治会長）

榎木 光夫
（天神川ブロック・鶴田自治会長）

岡田 英紀
（荻野ブロック・荻野自治会長）
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松山 豊
（鴻池ブロック・瑞原自治会長）

自治会長はじめ役員の皆様、自治会員の皆様には、平素から地域活動にご理
解・ご協力いただいておりますことに感謝申し上げます。
さて、今年度は、当連合会の組織体制を見直し、3つの委員会の廃止を決定

いたしました。また、伊丹市が進める『地域コミュニティ基盤強化事業』では、
市が制定した条例に基づき、今年度は新たに6地区で地域自治組織が設立され、
地域ビジョンの策定に取り組んでおられます。当連合会といたしましては、小
学校区ごとの各専門部が、小学校区組織間・各種団体及び伊丹市の関係部署と
の連携強化・協力体制の構築を図れるよう、必要な支援を行ってまいります。
また、各自治会におかれましても、安定的かつ持続可能な組織運営のもと、

より一層地域を盛り上げていただきたく、当連合会といたしましても、加入促
進や自治会運営に関する調査研究を継続し、支援してまいりたいと考えており
ます。
最後になりますが、引き続き、皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

会長 榎木 光夫
（天神川ブロック・鶴田自治会長）

今年度を振り返って

花里地区は、2019年度に「花里小学
校地区自治協議会」を発足させ、現在
「地域ビジョン」策定に向け、アン
ケート調査や意見交換会を実施してお
ります。
花里地区の伝統行事「大どんど祭

り」の継承や、「夏祭り」「もちつき
大会」などの行事に多くの人が参加で
きる地域を目指してまいります。より
一層「子育てしやすい花里・お年寄り
に優しい花里・誰もが笑顔あふれる花
里」であり続けるよう進めていきます。

昆陽里ブロックは、11自治会で構成
され、今年度の総会で昆陽里小学校地
区自治協議会が発足しました。
地域のみなさまと共に市内で唯一校

区内にビオトープを持つ地域としての
特色や歴史などいろいろな魅力や課題
について計3回の意見交換会やまちある
きを通じ地区の現実を話し合い、昆陽
里の「地域ビジョン」づくりに励んで
います。

天神川小学校地区では、7月から8月
にかけて各自治会で盆踊りなどが開催
され、また、全体では夏祭りwith摂津
音頭盆踊り大会、三世代交流のグラウ
ンドゴルフ大会やボウリング大会、餅
つき大会などを開催しており、非常に
活気のある地域です。
また、2019年5月に地域自治組織を

設立し、現在は、地域ビジョンの策定
に向けて取り組んでいます。よりよい
天神川小学校地区となるように、地域
全体で進めて行きますので、よろしく
お願いいたします。

荻野ブロックは、3自治会で構成され、
荻野小学校地区社会福祉協議会を中心
に、ふれあい夏まつり、ふれあいハイ
キング、防災訓練等のさまざまな事業
を実施しています。
また、荻野ブロックでは、地域自治

組織の立ち上げに向け、現在役員向け
の勉強会を実施し共通理解をし、来年
度からは「地域ビジョン」策定に向け
て、全住民アンケートや意見交換会の
実施に取り組んで参りたいと思ってい
ます。

鴻池小学校地区社会福祉協議会は、８
つの自治会で構成しています。どこの地
域でも抱えている問題と思いますが、自
治会役員のなり手がなく、今年度一つの
自治会が消滅いたしました。
そのような中、地域の安心・安全と顔

の見えるまちづくりを目指し、生活文化
部と青少年部が合同で、「ふれあい移動
どうぶつ村」と「こうのいけ音楽祭」を
開催し、多くの方が来場されました。ま
た、市総合防災訓練には、模擬避難者の
設定など、多くの人たちが参加し、防災
意識の高揚を図りました。今後とも、鴻
池地域全体の交流を図り、住みよい地域
づくりに努めてまいります。


